
名船発‐掘④

浜横 と横須賀を
だ明治維新
定期客船

結ん

期の
― -3

文
・
山 田 廼 生 (日本海事史学会副会長)

上 11黄須資丸 (右)と 10馬力船 (山高五郎 F日の九船隊史話十より)
下 !横須資丸の側面図 (横須賀海軍工廠 F横須賀海軍船廠史1大正4年刊より)

《 主 要 目 》 賞 書船、木造、横須賀製鉄所 (明治 4年横須賀道船所と改称)所 属 総 トン数70トン、長さ267メ ー トル 幅 42メ ー トル、主機単式汽機

(フランス製)1基 、出力30公称馬力。慶応 2(1866)年 9月横須資製鉄所で起I。 慶応 4(1968)年 3月竣工。昭和 2年版 『日本船名録J
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横
浜
で
は
じ
ま
つ
た
汽
船
交
通

日
本
で
最
初
の
旅
客
航
路
は
慶
応
３
（１
８
６
７
）

年
１０
月
開
設
の
横
浜
～
江
戸
の
定
期
使
と
さ
れ
て
い

る
。
就
航
し
た
の
は

「稲
川
丸
」
で
、
同
船
の
こ
と

は
本
連
載

（１
０
９
号
）
で
紹
介
し
た
，

こ
れ
に
は
疑
義
も
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
横
浜
と

江
戸
の
企
業
家
が
外
国
人
か
ら

「桶
川
九
」
を
買

っ

た
も
の
の
、
代
金
の
洋
銀
１
万
５
■
ド
ル
が
高
す
ぎ

て
ほ
と
ん
ど
払
え
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
実
際
に
開
栄

し
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
か
り
に
開
業
し
た

と
し
て
も
、
航
路
は
ほ
ど
な
く
体
止
と
な
り
、
船
は

係
留
さ
れ
た

（翌
年
再
開
さ
れ
る
）。

じ
つ
は
、
そ
の
１
年
前
に
開
業
し
た
定
期
使
が
あ

る
。
枚
浜
～
批
須
賀
の
通
船
で
あ
る
。
ネ
府
が
建
設

中
の
横
須
賀
製
鉄
所

（明
治
４
年
棋
須
賀
造
船
所
と

改
称
）
と
、
そ
の
準
備
用
に
建
設
し
た
横
浜
製
鉄
所

の
連
絡
便
と
し
て
開
設
さ
れ
た
航
路
で
あ
る
。
最
初

は
業
務
用
で
、
駐
貞
し
か
来
れ
な
か

っ
た
。
横
須
賀

製
鉄
方
は
部
分
的
に
開
業
し
て
い
た
が
、
何
事
も
横

浜
に
行
か
な
け
れ
ば
川
が
足
り
な
か

っ
た
の
だ
。

航
航
し
た
船
は
、
横
浜
居
留
地
の
米
国
商
人
か
ら

洋
銀
３
０
３
７
ド
ル
で
購
入
し
た
小
汽
研
で
あ
る
。

船
価
の
安
さ
か
ら
み
て
木
造
船
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
横
浜
製
鉄
所
は
、
い
ま
の
Ｊ
Ｒ
棋
岸
継
の
石
川
町

駅
付
近
に
あ

つ
た

（駅
前
に
飽
板
が
あ
る
）。

迎
航
は
Ｈ
　
火
　
命
叫
の
迦
３
阿
，
仙
須
賀
出
発

は
午
前
、
横
浜
出
発
は
午
後
。
操
船
に
は
製
鉄
所
の

フ
ラ
ン
ス
人
技
師
１
人
と
日
本
人
船
賞
４
人
が
あ
た

っ
た
。
横
浜
で
は
起
上
所

（航
閉
）
前
の
波
止
場
に

作
油
し
、

ハ
シ
ケ
で
上
性
し
た
。

い
ま
の
大
伐
橋
ふ

頭
の
つ
け
ね
の
あ
た
り
で
あ
る
。

航
路
開
設
を
決
め
た
の
は
、
横
須
賀
製
鉄
所
の
建

設
責
任
者

（首
長
）
の
フ
ラ
ン
ス
人
海
軍
技
師
ヴ

エ

ル
ニ
ー
で
あ
る
。
幕
府
に
開
設
を
中
請
し
、
裁
可
を

得
た
の
は
、
慶
応
２

（１
８
６
６
）
年
６
月
の
こ
と

だ
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
開
設
さ
れ
た
。

３０
馬
力
船
と
１０
馬
力
船

ヴ

エ
ル
ニ
ー
は
さ
ら
に
こ
の
年
、
３０
馬
力
と
１０
馬

力

（と
も
に
公
称
馬
力
）
の
小
汽
船
を
横
須
賀
製
鉄

所
で
建
造
す
る
こ
と
に
つ
い
て
幕
府
に
申
請
し
、
建

道
に
林
手
し
た
。
木
道
、
ス
ク
リ
ュ
ー
靴
進
。
主
機

に
は
、
３０
馬
力
船
が
フ
ラ
ン
ス
製
、
１０
馬
力
船
に
は

横
浜
梨
鉄
所
製
の
も
の
が
装
備
さ
れ
た
。

建
造
費
は
３０
馬
力
船
が
洋
銀
２
万
４
５
２
５
ド
ル
．

１０
馬
力
船
が
８
千
ド
ル
と
記
録
さ
れ
て
い
る
会
横
須

賀
海
■
船
廠
史
〕
。
３０
馬
力
船
は
１
隻
だ
け
だ
が
、

１０
ヽ
力
船
は
明
治
以
降
を
令
め
て
５
空
先
成
し
、
通

船
や
所
内
の
雑
用
に
使
わ
れ
た
。
１０
馬
力
船
は
船
名

が
な
く
、
番
号
で
呼
ば
れ
た
。

３０
馬
力
船
は

「横
須
賀
丸
」
と
命
名
さ
れ
た
。
後

年
の
『船
名
録
』
に
よ
る
と
、
総
ト
ン
数
は
７０
ト
ン
、

長
さ
は
約
２７
メ
ー
ト
ル
．
慶
応
４
年

（１
８
６
８
）

３
月
に
先
成
し
、
８
月
か
ら
前
述
の
小
汽
船
に
代
わ

っ
て
、
横
浜
～
横
須
賀
航
路
に
就
航
し
た
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
「横
須
賀
九
」
に
は
、
カ
ネ
を

払
え
ば

一
般
人
も
宋
れ
た
こ
と
だ
。
横
須
賀
製
鉄
所

は
、
１
人
に
つ
き
片
道
１
分
の
船
貨
を
と
り
、
逆
航

経
費
に
あ
て
た
。
使
数
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
週
３

回
。
日

・
火

・
金
曜
の
午
前
７
時
横
須
賀
発
、
午
後

４
時
横
浜
発
．
横
浜
の
乗
下
船
は
西
波
止
場
と
な

っ

て
い
た
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
場
所
で
あ
る
。

船
貨
の
１
分
は
い
ま
の
何
円
ぐ
ら
い
か
。

コ
メ
ー
石
の
仙
段
を
も
と
に
、
慶
応
３
年
の
今
１

両
の
現
価
を
推
定
す
る
計
算
式
が
「角
川
市
語
辞
典
』

付
録
に
設

つ
て
い
る
。
そ
れ
で
算
出
し
て
み
よ
う
。

い
ま
の
コ
メ
の
値
段
を
１０
キ
ロ
で
５
千
円
と
す
る

と
、
１
石

（約
１
５
０
キ
ロ
）
は
７
万
５
千
円
だ
。

こ
れ
で
計
算
す
る
と
、
当
時
の
金
１
両
は
７
７
５
０

円
に
な
る
。
１
分
は
１
両
の
４
分
の
１
だ
か
ら
、
１

分
は
１
９
４
０
円
に
相
当
す
る
。

横
須
賀
～
横
浜
が
１
９
４
０
円
。
鉄
道
が
な
い
こ

ろ
だ
し
、
ま
あ
妥
当
な
乗
船
料
金
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
定
期
使
が
そ
の
後
ど
う
な

つ
た
か
。
筆
者
に

は
わ
か
ら
な
い
。
板
浜
製
鉄
所
が
日
本
国
郵
便
蒸
気

船
会
社
に
貸
，
さ
れ
た
こ
ろ

（明
治
６
午
）
に
廃

１１．

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ふ
し
ぎ
な
こ
と
に

「横
須
賀
九
」
は
、
明
治
３０
年

版

『船
名
録
』
に
個
人
船
主
所
右
の
民
間
商
船
と
し

て
突
然
登
場
す
る
。
ｉ
機
は
当
初
の
も
の
で
は
な
く
、

３
連
成
汽
機
に
換
装
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
昭
和

２
年
版

『船
名
鉢
」
ま
で
イー‥
紺
し
た
。
じ
つ
に
■
世

紀
を
こ
え
る
長
寿
を
合
う
し
た
の
で
あ
る
。
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